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日

月 二十 年 五 和 昭

去
っ
て
ゆ
く
人
々

日
本
山
岳
會
に
は
．
新
入
會
者
も
多
い

が
、
退
會
し
て
り
く
人
も
、
可
な
り
に
あ

る
。
刈
萱
の
浄
瑠
璃
に
あ
る
加
藤
左
衛
門

の
菫
詞
の
、「
四
百
四
十
の
山
寺
に
ｂ
日
毎

に
入
り
来
る
初
曇
心
ｂ
昨
日
剃
つ
た
も
今

道
心
、
お
と
つ
い
剃
つ
た
も
今
道
心
」
の

感
が
あ
る
、
と
言
つ
て
も
、
新
入
會
員
の

中
に
は
ｂ山
で
鍛

へ
た
猛
者
が
多
い
か
ら
、

今
道
心
に
警
へ
る
の
で
は
、決
し
て
な
い
ｏ

刈
萱
入
道
は
っ
山
岳
官
の
新
入
會
員
に
営
一

て
歓
め
る
た
め
に
も
こ
の
や
う
な
名
蔓
詞
一

を
残
し
て
く
れ
た
の
で
無
い
と
す
れ
ば
、
一

比
喩
の
跛
足
に
な
る
の
は
、
止
む
を
得
な
一

い
。
私
は
毎
琥
の

「
山
岳
」
を
讀
ん
で
、
一

新
入
會
員
を
迎
へ
る
攪
び
の
あ
と
で
、
奮

一

岳
友
に
去
ら
れ
る
悲
哀
を
ゝ
味
は
な
い
こ
一

と
の
な
い
こ
と
は
な
い
ｏ
手
に
す
る
盃
に

は
、
甘
酸
雨
味
の
混
合
酒
が
盛
ら
れ
て
ゐ

る
。
私
は
そ
の
滴
り
を
舌
頭
に
受
け
て
は
、

考

へ
込
む
。

誰
に
も
都
合
の
あ
る
こ
と
だ
か
ら
ゝ
去

つ
て
り
く
人
々
を
。
今
更
何
と
致
し
や
う

も
な
い
が
、
中
に
は
、
山
岳
會
の
歴
史
の

上
か
ら
云
つ
て
、
去
な
し
と
も
な
い
人
た

ち
が
あ
る
。
私
に
未
練
が
ま
し
く
袖
は
引

き
止
め
な
い
が
、「
あ
の
時
は
、
れ
た
君
」

ぐ
ら
ゐ
の
話
を
さ
し
て
も
ら
ひ
た
い
、
聞

い
て
も
ら
ひ
ま
せ
う
ｏ

先
づ
岡
野
金
次
郎
君
で
あ
る
。
明
治
三

十
五
年
に
ｂ
始
め
て
槍
ケ
岳
に
登
つ
た
時

の
同
件
者
は
君
で
あ
つ
た
。
ウ
エ
ス
ト
ン

を
知
つ
た
の
も
。「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
な
る

英
文
の
著
書
を
、
始
め
て
手
に
し
た
の
も

君
で
あ
つ
た
Ｏ
ウ
エ
ス
ト
ン
を
、
山
手
の

邸
宅
に
訪
れ
て
、
山
岳
會
な
る
も
の
ゝ
存

在
を
聞
か
さ
れ
、
お
互
に
興
奮
し
て
、
継

か
に
今
日
を
期
待
し
すこ
の
も
、
君
と
私
で

あ
つ
た
Ｏ
ウ
エ
ス
ト
ン
が
、
三
度
目
の
末

朝
の
時
に
、
我
が
山
岳
會
が
主
催
し
て
、

同
氏
の
日
本
ア
ル
プ
ス
探
検
講
演
を
公
開

し
た
こ
と
が
あ
つ
た
が
、
そ
の
時
の
通
課

は
、
前
牛
を
私
が
務
め
、
後
牛
を
同
君
が

受
け
持
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
現
に
同
君
が

日
本
か
ら
ｂ
ウ
エ
ス
ト
ン
に
典
へ
た
通
信

文
に
ｂ
ウ
エ
ス
ト
ン
の
著
書

「
絶
束
の
遊

山
地
」
の
一
節
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
日

本
ア
ル
プ
ス
登
山
史
に
槍
ケ
岳
の
開
す
る

限
り
、
日
本
山
岳
會
に
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
開

す
る
限
り
、
岡
野
君
の
名
は
、
抹
沿
出
来

な
い
の
で
あ
る
が
、
私
の
外
遊
中
に
、
君

の
名
は
、
會
員
名
簿
か
ら
沿
え
て
．
本
年

の
夏
、
新
聞
の
電
報
に
、
上
高
地
の
曇
見

者
と
か
ｏ
日
本
ア
ル
プ
ス
の
最
初
の
探
検

者
と
か
い
ふ
標
題
で

「
岡
野
翁
来
る
」
の

書
き
出
し
に
、
君
の
健
在
を
知
つ
て
、「
あ

い
つ
Ｄ
未
だ
や
つ
て
る
な
」
と
、
獨
り
で

ほ
く
そ
笑
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
ど
う
か
来

年
も

「
岡
野
翁
来
る
」
を
、
讃
み
た
い
も

の
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
。

岡
野
は

（
君
と
い
ふ
字
を
落
し
た
が
ｂ

や
は
り
呼
び
捨
て
の
方
が
、
親
し
み
が
あ

つ
て
い
ゝ
）
営
時
、
横
濱
の
住
人
で
あ
つ

た
。
曇
起
人
の
高
野
君
も
、
横
濱
で
あ
つ

た
が
、
今

一
人
、
横
濱
生
立
抜
き
の
岳
友

が
あ
つ
た
。
戯
曲
家
と
し
て
高
名
な
山
崎

紫
紅

（
小
三
）
君
其
人
で
、
今
で
こ
そ
、

走
劇
の
大
家
で
あ
り
ｂ

の
重
鎮
で
あ
つ
て
、
登
山
家
と
し
て
の
君

は
、
忘
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
早
期
時
代
に
於

て
。
私
が
赤
石
岳
に
登
つ
た
時
の
連
れ
は

君
で
あ
つ
た
。
小
澁
川
の
河
原
で
、
二
人

で
雨
に
過
つ
て
野
宿
し
た
こ
と
や
、
金
峰

山
や
、
八
ケ
岳
を
登
つ
た
話
な
ど
、
次
ぎ

次
ぎ
に
、
思
ひ
出
さ
れ
る
。
営
時
君
の
手

に
成
つ
た
紀
行
文
は
、
雑
誌

「
文
庫
」
に

連
載
さ
れ
て
．
回
韓
滑
逹
の
文
章
は
、
君

の
談
話
の
妙
を
街
彿
さ
せ
る
も
の
で
、
他

日
君
の
全
集
で
も
編
ま
れ
た
ら
、
逸
文
と

し
て
、
捜
索
収
録
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。

君
の
紫
紅
と
い
ふ
琥
が
、
高
山
植
物
の
駒

草
の
花
の
色
か
ら
、
思
ひ
つ
い
た
こ
と
Ｄ

史
劇

句
佐
更
越
え
」
は
ｂ
賓
際
の
舞
肇
に

も
演
ピ
ら
れ
た
が
、
針
ノ
木
峠
あ
た
り
を

舞
蔓
に
取
つ
た
の
も
、
山
の
好
み
か
ら
茶

て
ゐ
る
こ
と
、
ス
君
の
出
世
作

「
上
杉
謙

信
」
に
出
て
く
る
若
い
女
の
名
を
、
妙
香

と
し
た
の
は
、
妙
高
山
か
ら
探
つ
た
名
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
君
の
純
文
藝
上
の
創
作

に
は
、
山
の
感
化
が
頗
る
多
い
。
さ
う
い

ふ
内
幕
話
を
知
つ
て
ゐ
る
の
も
、
私
ぐ
ら

ゐ
な
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
山
崎
君
も
、

近
茶
は
、
政
治
や
貴
業
の
方
が
忙
が
し
い

た
め
か
、
會
員
か
ら
去
つ
て
し
ま
は
れ
た

の
が
、
私
に
は
淋
し
い
。
疎
ら
に
残
つ
た

歯
が
、
こ
ゝ
に
も
亦

一
本
敏
け
た
心
細
さ

が
あ
る
ｏ

山
崎
紫
紅
君
の
名
と
ｂ
聯
想
さ
れ
る
の

は
、
伊
井
蓉
峰
で
あ
る
。
新
派
の
頭
領
と

し
て
。
所
謂

「
伊
井
河
合
」
国
が
、
員
砂

座
に
擦
つ
て
ゐ
た
時
分
、
山
崎
君
は
、
座

附
作
者
の
や
う
な
位
置
で
あ
つ
た
関
係
が

あ
り
、
多
分
山
崎
君
の
紹
介
で
、
入
會
さ

れ
た
と
思
ふ
が
、
名
簿
に
は
、
藝
名
の
伊

井
で
な
く
、
本
姓
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
わ
。

伊
井
君
は
、敢
え
て
登
山
家
で
は
な
い
が
、

秩
父
の
三
峰
信
仰
と
か
い
ふ
話
で
、
弟
子

た
ち
を
引
き
連
れ
、
基
詣
を
さ
れ
る
さ
う

だ
。
或
時
、
山
崎
君
の
話
に
ヽ
旅
中
の
伊

井
か
ら
。
電
報
が
あ
つ
た
か
ら
、
何
事
か

と
披
い
て
見
る
と

「
山
岳
會
の
會
費
立
替

頼
む
」
と
あ
つ
た
の
で
、
三
度
び
つ
く
り

し
た
さ
う
だ
。
會
費
の
催
健

ハ
ガ
キ
が
伊

井
氏
宅
か
ら
、
旅
行
先
へ
韓
途
さ
れ
た
の

で
、
手
紙
で
も
済
む
こ
と
を
、
態
々
電
報

で
頼
ん
で
来
た
ら
ｔ
い
。「
伊
井
と
い
ふ
男

は
、
生
員
面
目
な
人
間
で
す
よ
」
と
山
崎

君
が
、
附
け
加
へ
た
が
、
世
間
に
、
耳
の

痛
い
連
中
が
、

一
人
や
二
人
は
、
ゐ
な

い

か
な
。

役
者
衆
の
話
の
次
手
に
、
今
の
坂
東
彦

二
郎
も

ｒ、
尾
上
榮
二
郎
時
代
に
、
寺
島
幸

の
本
名
で
ｂ
入
會
さ
れ
て
ゐ
た
ｏ
前
述
の

ウ
エ
ス
ト
ン
の
講
演
の
時
に
も
ｂ
来
蘊
者

の
中
に
見
か
け
た
ほ
ど
、
熱
心
で
、
山
岳

會
の
方
で
も
、
同
君
の
た
め
に
、
市
村
座

を
有
志
の
人
々
で
、
総
見
を
し
た
こ
と
が

一

あ
つ
た
。
こ
の
時
は
、
築
屋
の
中
で
も
、

一

評
剣
で
、
六
代
目

（菊
五
郎
）
も
、
山
岳

つ
わ
も
の

會
の
張
者
を
、
壮
士
の
群
れ
か
何
か
の
や

う
に
想
像
し
て
ゐ
た
ら
し
い
が
、
高
土
間

に
陣
取
つ
た
若
人
の
、
存
外
に
お
と
な
し

き
人
々
で
あ
る
の
に
、
意
外
に
思
つ
た
と

い
ふ
話
を
洩
れ
聞
い
た
が
、
直
接
に
、
本

人
か
ら
聞
い
た
の
で
な
い
か
ら
、
営
て
に

す
る
わ
け
に
は
り
か
な
い
。
伊
井
君
も
彦

二
郎
の
寺
島
幸
君
も
、
最
早
會
員
で
は
な

く
な
つ
て
ゐ
る
。

山
岳
含
員
に
書
家
に
多
い
が
、

一
番
山

好
き
で
、
理
解
の
多
い
の
は
、
石
崎
光
瑶

氏
は
別
と
し
て
ｂ
高
鳴
北
海
書
伯
で
、
有

志
晩
餐
會
に
も
、
時
々
出
席
越
ら
れ
、
私

や
高
頭
君
た
ち
の
一
行
が
、
飛
騨
高
山
の

會 岳 山 本 日 3
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長
瀬
旅
館
に
泊
つ
すこ
と
き
も
、
偶

緒
に
な
り
、
書
伯
か
ら
。
飛
騨
の
山
岳
の

斑
岩
質
な
る
こ
と
、
そ
の
形
催

ど
に
つ
い
て
Ｄ
書
家
ら
し
い
級
密
の

を
聞
か
さ
れ
、
流
石
に

「
窮
山
要
訣
」
の

著
者
だ
け
あ
つ
て
、
新
し
い

「
近
世

論
」
の
草
稿
を
讃
ま
さ
れ
た
や
う
な
気
が

し
た
が
ｂ
高
頭
君
に
、
書
伯
に
嘱
し
て
、

槍
穂
高
の
群
峰
を
ｂ
鳥
の
子
紙
の
二

屏
風
に
、
美
事
な
る
墨
給
で
、
揮
肇
し

も
ら
つ
て
、
珍
戒
さ
れ
て
居
る
パ

大
會
の
展
覧
會
に
も
、
出
品
せ
ら
れ
た
か

ら
、
御
覧
に
な
つ
た
方
も
あ
ら
う
）
書
伯

は
、
文
部
省
展
覧
會
時
代
の
審
査
員

り
、今
は
郷
里
の
長
州
に
隠
退
せ
ら
れ

近
頃
書
伯
が
「
七
十
七
齢
北
海
漁
火
」と

歎
ぜ
ら
れ
た
山
水
花
鳥
の
幅
を
見
た
が
Ｄ

山
谷
の
数
法
に
正
確
の
域
に
入
つ
て
、

一

般
書
人
の
空
疎
放
漫
に
似
ず
、
是
あ
る

と
思
は
越
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
が
、

も
今
は
、
本
會
を
腕
退
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

古
い
酒
の
味
ひ
を
、私
は
知
ら
な
い
が
．

古
ｒ
友
達
の
懐
つ
か
し
さ
は
、
泌
み
々
々

と
こ
た
へ
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
ゐ

る
と
、「憂
き
我
を
淋
び
し
が
ら
せ
よ
閑
古

會
員

一
同
を
代
表
し
て
會
長
ウ
イ
ル
ソ
ン

博
士
よ
り
も
別
に
就
電
あ
り
た
り
。
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本
會
の
組
織
憂
更

本
春
以
来
本
會
を
財
□
法
人
組
織
に
吹

む
る
の
議
を
進
め
来
れ
る
が
、
従
来
の
は

統
を
重
ん
す
る
の
要
あ
る
と
共
に
法
律
上

適
法
な
る
を
要
し
。
幾
多
の
難
紺
に
適
遇

せ
る
を
以
て
案
を
練
る
こ
と
十
数
回
の
多

き
に
及
ベ
リ
。
法
律
家
の
内
見
吹
訂
を
乞

ひ
今
日
漸
く
左
記
の
如
き
成
案
を
得
、
可

及
的
急
速
に
主
務
官
聴
に
認
可
申
請
の
手

績
を
執
ら
ん
と
す
る
の
運
び
に
至
れ
り
。

組
織
憂
夏
後
と
雖
も
本
會
の
根
底
を
形
く

る
博
統
に
は
何
等

の
憂
革
な
き
を
期
ぜ

り
。
雄
に
組
織
彙
夏
の
こ
と
を
公
表
し
て
ｂ

年
末
の
會
員
各
位
が
今
後
も
木
會
を
支
持

後
援
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
翼
ふ
も
の
な
り
。

昭
和
五
年
十
二
月
　
　
日
本
山
岳
會

財
国
法
人
日
本
山
岳
會

寄
附
行
篤

第

〓
早

線

　

則

第
登
條
　
日
本
山
岳
曾
資
産
テ
財
国
法
人

日
本
山
岳
會
卜
鴛
ス
タ
メ
該
財
国
法
人

ノ
資
金
ト
シ
テ
左
ノ
資
産
チ
寄
附
シ
此

規
定
こ
依
り
寄
附
行
鴛
チ
鴛
ス

第
二
章
　
目
　
　
的

第
式
條
　
第
壼
條
ノ
規
定
こ
依
り
設
立
セ

ラ
ン
タ
ル
財
国
法
人

ハ
山
岳
こ
開
ス
ル

科
學
ｂ
文
學
、
藝
術
、
技
術
其
他

一
切

チ
研
究
シ
以
テ
健
全
ナ
ル
登
山
氣
風
ノ

振
興
チ
期
ン
且
ツ
含
員
相
互
ノ
連
絡
規

睦
チ
固
ル
テ
ロ
的
ト
ス

第
参
條
　
本
會
ハ
前
條
二
掲
ケ
タ
ル
ロ
的

手
逹
ス
ル
角
メ
左
ノ
事
業
ナ
鴛
ス

（
一
）

機
関
雑
誌
「
山
■
」
ノ
螢
行
ｂ
叉

時
宜
二
依
り
別
二
臨
時
叉
ハ
定
時
ノ

出
版
物
刊
行

（
二
）

其
他
登
山
者
ノ
角
メ
適
宜
ノ
事

業
第
二
章
　
名
　
　
稗

第
四
條
　
第
壼
條
ノ
規
定
二
依
り
設
立
セ

ラ
レ
タ
ル
財
圏
法
人
ノ
名
爾
ハ
財
国
法

人
日
本
山
岳
會
卜
稗
ス

第
四
章
　
事

務

所

第
五
條
　
本
會
ノ
事
務
所

ハ
東
京
市
芝
匡

高
輸
南
町
三
十
番
地
二
置
ク

第
五
章
　
資
　
　
産

第
六
條
　
本
會
ノ
資
産

ハ
第
壼
條
ノ
寄
附

金
額
何
回
チ
以
テ
其
線
額
ト
ス

前
項
ノ
資
金

ハ
之
チ
基
本
財
産
ト
シ
沿

費
ス
ル
コ
ト
テ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

基
本
財
産
及
共
他
ノ
財
産
ハ
理
事
會
ノ

議
決
チ
純
タ
ル
方
法
こ
依
り
理
事
之
チ

管
理
ス

第
七
條
　
木
會
ノ
経
費
ハ
會
費
及
基
本
財

産
ョ
リ
生
ス
ル
収
入
、
其
他
ノ
雑
収
入

テ
以
テ
之
チ
支
排
ス

第
八
條
　
本
會

ハ
篤
志
者
ノ
寄
附
チ
受
ク

ル
ヨ
ト
チ
得

使
用
ノ
ロ
約
テ
指
定
セ
サ
″
寄
附
金
ノ

虎
分
方
法
ハ
理
事
會
二
於
テ
之
テ
決
定

ス

第
九
條
　
毎
年
度
ノ
豫
算
及
決
算
ハ
理
事

會
之
テ
作
成
シ
役
員
絶
會
ノ
承
認
テ
経

ル
モ
ノ
ト
ス

第
拾
條
　
本
會
ノ
事
業
年
度
ハ
一
月

一
日

ョ
リ
十
二
月
二
十

一
日
迄
ト
ス

第
六
章
　
役
員
及
役
貞
會

第
拾
壼
條
　
本
會
二
左
ノ
役
員
テ
置
ク

會
長

一
名
、
副
會
長
若
干
名
、
評
議
員

拾
五
名
以
内
、
常
任
理
事
十
五
名
ｂ
監

事
二
名
以
内

第
拾
式
條
　
役
員
中
常
任
理
事
並
二
會
長

副
會
長
常
任
評
議
員
チ
理
事
ト
ス

第
拾
参
條
　
會
長
ハ
本
會
チ
代
表
ス
但
會

長
二
事
故
ア
ル
場
合

ハ
副
會
長
之
二
代

レ

第
拾
四
條
　
會
長
及
副
會
長
ハ
役
員
絶
會

二
於
テ
役
員
ノ
内
ヨ
リ
之
テ
推
薦
ス
會

長
及
副
會
長
ノ
任
期
ハ
三
年
ト
ス
但
シ

役
員
ト
シ
テ
ノ
任
期
満
了
ン
タ
ル
場
合

ハ
會
長
副
會
長
ト
シ
テ
ノ
任
期
満
了
前

卜
雖
モ
交
替
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
拾
五
條
　
評
議
員

ハ
本
會
ノ
重
要
會
務

チ
審
議
ス

第
拾
六
條
　
評
議
員

ハ
従
前
ノ
ロ
本
山
岳

會
破
起
人
ノ
絶
テ
ト
元
役
員
タ
リ
ン
會

員
中
ヨ
リ
評
議
員
會
ノ
推
薦
セ
ル
者
チ

以
テ
之
二
任
ス

残
起
人
以
外
ノ
評
議
員
ノ
任
期
ハ
ニ
年

ト
ス
但
重
任
テ
妨
ケ
ス

第
拾
七
條
　
評
議
員

ハ
互
選
テ
以
テ
常
任

評
議
員
若
干
名
テ
選
任
ス

第
拾
八
條
　
常
任
評
議
員

ハ
評
議
員
會
テ

代
表
シ
テ
會
務
二
参
典
ス
共
任
期

ハ
三

年
ト
ス

第
拾
九
條
　
常
任
理
事
ハ
別
二
定
ム
ル
組

則
二
依
り
候
補
者
中
ヨ
リ
含
員
ノ
投
票

チ
以
テ
之
テ
選
任
ス
其
任
期

ハ
三
年
ト

シ
常
任
理
事
定
員
数

ノ
三
分
ノ
一
テ
毎

年
吹
選
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
但
引
績
キ
重
任

ス
ル
コ
ト
テ
得
ス

鳥
」
の
、
芭
蕉
の
句
と
、
そ
の

お
ぼ
ろ
に
解
つ
て
来
る
。
年
の

」
ノう
か
い
０

小

島

鳥

水

英
国
山
岳
倉
よ
り
の
祓
電

本
會
創
立
二
十
五
週
年
を
就
し
て
英
國

山
岳
會
よ
り
左
の
如
き
就
電
あ
り
た
り
。

甲
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”
【
”【①
∽
”
０
０
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∽
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ｏ
ｏ
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ダ
「【∽，
①
∽
Ｎ
い
けＦ
・
”
●
●
】く
ｏ
」
∽
”
『
く
・

０
ご
σ
・

台
ス
、
定
期
線
會
に
参
集
せ
る
同 心

境
が
、

せ
い

故
で
も
あ

第
試
拾
條
　
監
事

ハ
評
議
員
會
二
於
テ
會

員
中
ヨ
リ
之
テ
推
薦
ス
其
任
期

ハ
三
年

ト
ス
但
重
任
チ
妨
ケ
ス

第
試
拾
壼
條
　
役
員
総
含

ハ
評
議
員
理
事

テ
以
テ
組
織
ス

第
試
拾
式
條
　
役
員
総
會
、
評
議
員
會
及

理
事
會
ノ
議
長
ハ
含
長
之
二
営
ル
但
會

長
二
差
支
ア
ル
ト
キ
ハ
副
會
長
之
二
代

第
式
拾
参
條
　
役
員

ハ
任
期
満
了
後
卜
雖

後
任
者
ノ
就
任
ス
ル
迄

ハ
其
任
務
チ
行

フ

モ

ノ

ト

ス

役
員
二
快
員
テ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
前
各

條

二
依
り
夫
々
之
チ
補
充
ス
補
快
役
員

ノ
任
期
ハ
前
任
者
ノ
残
任
期
ト
ス

前
項
ノ
場
合
こ
於
テ
持
ご
補
鋏
チ
必
要

ト
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
次
ノ
吹
選
期
迄
之
チ

行
ハ
サ
ル
コ
ト
チ
得

第
試
拾
四
條
　
役
員
線
會
、
評
議
員
総
會

及
理
事
會

ハ
會
長
之
テ
招
集
ス

第
式
拾
五
條
　
役
員
絶
會

ハ
役
員
三
分
ノ

一
以
上
評
議
員
會

ハ
評
議
員
三
分
ノ
一

上
理
事
會

ハ
理
事
二
分
ノ
一
以
上
出
席

ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
議
決
チ
ナ
ス
コ
ト
ナ

得
ス拾

六
條
　
役
員
総
會
、
評
議
員
會
及

理
事
會
ノ
議
決

ハ
出
席
者
ノ
過
牟
数
チ

以
テ
之
テ
定
ム

可
否
同
敷
ナ
ル
ト
キ
ハ
議
長
ノ
決
ス
ル

所

二
依
ル

第
式
拾
七
條
　
役
員

ハ
線
テ
無
報
酬
ト
ス

但
其
織
務
ノ
角
メ
必
要
ナ
ル
賓
費
及
旅

費
チ
給
典
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
七
章
　
會
　
　
員

式
拾
八
條
　
本
會
ハ
會
員
チ
分
チ
テ
左

ノ
三
種
ト
ス



3-3

一
、
通
常
曾
員
　
會
費
年
額
六
回
テ
納

ム
ル
者

二
、
絡
舅
會
員
　
一
時
金
百
回
以
上
テ

納
メ
タ
ル
者

三
．
名
春
會
員
　
役
員
會
こ
於
テ
推
薦

シ
タ
ル
者

右
ノ
ニ
、
三
。
こ
該
常
ス
ル
會
員

ハ
爾

後
會
員
籍
テ
有
ス
ル
間

ハ
會
費
納
付
ノ

義
務
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
式
拾
九
條
　
木
會
々
員
タ
ラ
ン
ト
ス
ル

者

ハ
會
員
二
名
及
役
員

一
名
ノ
紹
介
テ

以
テ
申
込
ム
モ
ノ
ト
ス

入
會
許
可
ノ
通
知
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
入

會
金
五
回

こ
會
費
テ
添
へ
排
込
ム
モ
ノ

ト
ス
入
會
詐
可
ノ
通
知
ア
リ
タ
ル
後

一

ケ
月
以
内
こ
右
ノ
手
績
テ
角
サ
サ
ル
者

ハ
入
含
ノ
詐
可
テ
取
沿
ス
ヘ
シ

第
参
拾
條
　
入
會
ノ
許
否

ハ
理
事
會
ノ
決

議

こ
依
ル
モ
ノ
ト
ス

第
参
拾
登
條
　
木
會

ハ
毎
年
大
會
及
小
集

會
テ
開
ク

第
八
章
　
補
　
　
則

第
参
拾
式
條
　
本
寄
附
行
角
ノ
憂
更
ハ
役

員
総
會
ノ
決
議
チ
以
テ
之
テ
定
メ
土
務

官
聴
ノ
認
可
テ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

第
参
拾
参
條
　
前
條
ノ
決
議

ハ
役
員
三
分

ノ
ニ
以
上
出
席
シ
共
出
席
着
三
分
ノ
二

以
上
ノ
同
意
テ
得
ル
コ
ト
テ
要
ス
・

第
参
拾
四
條
　
本
會
ハ
適
営
卜
認
ム
ル
地

方
こ
支
部
テ
設
ク
ル
コ
ト
テ
得
、
支
部

規
則

ハ
役
員
絶
會

こ
於
テ
之
テ
決
ス

細
　
則

一　
會
費
共
他
に
開
す
る
も
の

（
イ
ノヽ
　
會
費
は
毎
年
二
月
末
日
迄
に
納
付

す
べ
き
も
の
と
す

（
口
）

毎
年
十
一
月
末
日
以
後
の
入
會
者

に
封
Ｌ
て
は
笠
年
度
の
含
費
を
免
除
す

（
ハ
）

本
會
は
會
員
に
會
員
章
を
交
付
す

會
員
章
を
紛
失
し
た
る
も
の
は
賞
費
を

以
て
再
交
付
を
受
く
る
こ
と
を
得

（
こ
）

本
會
は
機
開
雑
誌

「
山
岳
」
を
毎

年
三
回
曇
行
し
毎
琥

一
部
を
本
會
會
員

に
頌
布
ず
但
毎
年
十

一
月
末
日
以
後
の

入
會
者
に
は
頌
布
ぜ
ず

（
ホ
）

毎
年
十

一
月
末
日
以
後
の
入
會
者

が
其
年
度
の
雑
誌

「
山
岳
」
の
頌
布
を

希
望
す
る
と
き
に
夏
に
一
ケ
年
分
の
雑

誌
代
を
納
む
る
こ
と
を
要
で

（
へ
）

本
倉
含
員
に
別
に
定
む
る
所
に
依

り
本
含
所
蔵
の
固
書
を
開
覧
す
る
こ
と

を
得

（
卜
）

會
員
に
し
て
退
會
を
欲
す
る
と
き

は
其
旨
事
務
所
に
必
ず
書
面
を
以
て
申

出
づ
べ
し

（
チ
）

曾
員
―
，
こ
し
て
本
會
の
催
面
を
毀
損

し
ス
は
會
費
納
付
の
義
務
を
怠
り
た
る

も
の
は
理
事
會
の
決
議
に
よ
り
除
名
す

（
り
）

本
會
は
既
納
の
金
品
を

一
切
返
付

せ
す

（
ヌ
）

国
催
加
入
者
の
代
表
若
交
代
し
た

る
場
合
に
は
新
奮
雨
代
表
者
の
連
署
を

以
て
代
表
者
憂
更
届
を
提
出
す
べ
し

二
　
常
任
理
事
選
撃
に
開
す
る
も
の

（
イ
）

常
任
理
事
定
員
十
五
名
の
内
三
名

は
之
を
開
西
在
住
の
含
員
中
よ
り
選
任

す
（
口
）

役
員
絡
會
に
常
任
理
事
吹
選
ス
は

快
員
補
充
の
際
に
會
員
中
よ
り
候
補
者

を
推
薦
す
べ
き
も
の
と
す

（
ハ
）

會
員
十
名
以
上
の
推
薦
に
よ
り
會

員
中
よ
り

一
名
の
候
補
者
を
基
ぐ
る
こ

と
を
得
但

一
候
補
者
を
推
薦
ｔ
た
る
も

の
は
他
の
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ
と
を

得
す

（
二
）

常
任
理
事
候
補
者
た
る
べ
き
も
の

は
入
會
後
満
三
ケ
年
を
経
た
る
こ
と
を

要
す

（
ホ
）

国
催
の
代
表
者
た
る
資
格
に
於
て

含
員
た
る
も
の
は
候
補
者
た
る
こ
と
を

得
す

（
へ
）

候
補
者
の
氏
名
は
豫
め
本
會
よ
り

全
會
員
に
通
知
し
投
票
を
求
む
る
ち
の

と
す

（
卜
）

候
補
者
の
数
が
吹
選
ス
は
補
充
せ

ら
る
べ
き
定
員
の
数
を
超
過
ぜ
ざ
る
と

き
は
投
要
を
要
ぜ
ざ
る
も
の
と
す

（
チ
）

吹
選
の
際
五
名
の
内

一
名
に
開
西

在
住
の
常
任
理
事
と
す

（
り
）

投
票
に
記
名
連
記
投
票
と
す

ル

ム
　
翁
ツ

會

務

報

告

評
議
員
會
　
十

一
月
二
十
五
日

評
議
員
三
名
　
幹
事
十
名
出
席

一
、
開
西
に
於
け
る
研
究
會
の
件

一
．
記
念
講
演
會
の
収
支
清
算

一
、
山
小
合
建
設
計
蓋
促
進
の
た
め
武
田

グZ′
' t7z.y'lt1t `」

瑾ン́
傷戸″タ

冠
ｂ
渡
邊
ｂ
松
方
．
松
本
、
棋
、
角
田

浦
松
、
藤
田
を
以
て
委
員
會
を
組
織
ず

一
、
明
年
度
豫
算
案
の
件

一
、
研
究
、
調
査
係
に
て
ガ
イ
ド
プ
ツ
ク

編
輯
の
件

一
、
寄
附
行
角
案
審
議
、
役
員
を
左
の
通

り
推
薦
し
た
り
。

會
　
長
　
　
小

島

久

大
氏

副
倉
長
　
　
昔同
野

鷹

蔵
氏

同
　
　
　
　
棋
　
　
有
　
恒
氏

評
議
員
は
現
任
評
議
員
中
辻
本
満
丸
氏

病
気
の
故
を
以
て
欝
任
せ
ら
れ
新
た
に

木
暮
理
太
郎
氏
就
任
。
評
議
員
絶
数
十

名
ｃ
内
常
任
評
議
員
と
し
て
武
田
久
吉
、

高
頭
仁
兵
術
、
高
野
鷹
蔵
ｂ
木
暮
理
大

耶
の
四
氏
推
薦
。

法
人
設
立
後
の
常
任
理
事
と
し
て
は
現

幹
事
十
五
名
を
以
て
し
ゝ
監
事
と
し
て

は
會
員
木
村
鍍
吉
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

ヽ
せ
り
ｏ

第
四
十
九
回
小
集
會

十

一
月
十
五
日
赤
坂
三
會
堂
に
於
て
根

幹
事
司
會
に
て
開
催
左
の
講
演
あ
り
た
り

カ
シ
ミ
ー
ル
の
山
族
　
長
谷
川
博
次
郎
氏

木
倉
者
九
十
余
名
。

紀
念
晩
餐
會

十

一
月
二
十
七
日
、
日
比
谷
山
水
模
に

於
て
開
催
Ｄ
来
會
者
四
十
七
名
頗
る
盛
會

な
り
き
。

研
究
部
報
告

雪
崩
調
査
表
は
十

一
月
下
旬
出
来
、
各

方
面
に
曇
途
し
た
。
本
調
査
表
の
意
義
に

付
い
て
は
會
報
第

一
琥
に
説
明
し
た
通
り

で
あ
つ
て
、
研
究
部
と
し
て
は
、
出
来
る

限
り
多
く
の
返
信
を
希
望
し
て
己
ま
な

い
。
殊
に
最
近
冬
山
に
出
掛
け
る
人
人
の

新
し
い
催
瞼
が
調
査
表
に
盛
ら
れ
て
途
ら

れ
る
こ
と
は
私
逹
の
最
も
期
待
し
て
ゐ
る

所
で
あ
る
。
未
だ
調
査
表
を
手
に
し
て
居

ら
れ
な
い
命
員
諸
君
に
は
御
申
越
次
第
御

途
り
す
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
研
究
會
は
、
既
報
の
如

く
穂
高
連
峰
を
そ
の
主
題
と
し
て
研
究
を

進
め
、
最
近
に
於
て
は
そ
の
材
料
へ
次
第

に
蒐
集
さ
れ
て
ゐ
る
ｏ
殊
に
岳
川
谷
方
面

に
就
て
は
殆
ど
完
成
の
域
に
達
し
た
。

研
究
部
と
し
て
は
．
穂
高
に
開
す
る
限

り
如
何
な
る
無
名
の
澤
と
雖
も
、
十
分
な

る
研
究
を
鴛
し
遂
げ
度
い
と
希
望
し
て
ゐ

る
。
之
等
の
結
に
就
て
會
員
諸
氏
の
報
告

を
期
待
し
て
ゐ
る
。
穂
高
の
珍
ら
し
き
窮

員
或
は
ス
ケ
ッ
チ
等
を
御
所
持
の
方
は
、

研
究
部
に
貸
典
せ
ら
れ
ん
事
を
お
願
ひ
ず

スυ。研
究
部
に
開
す
る
照
會
は
「
芝
匡
琴
不

町
一
、
不
二
屋
ビ
ル
三
〇
七
琥
、
日
本
山

岳
會
研
究
部
宛

開
西
研
究
部
第
二
回
集
會

十

一
月
二
十
五
日
午
後
七
時
　
於
大
阪

堂
ビ
ル
講
堂
　
出
席
者
三
十
五
名

題
目
　
雪
崩
の
自
然
曇
生
的
分
類
に
就
て

第

一
回
の
研
究
會
に
於
て
提
案
さ
れ
た

自
然
螢
生
的
分
類
に
就
て
研
究
討
議
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
俄
り
に
命
名
さ
れ
た
る
、

一
次
、
二
次
、
高
次
等
の
雪
崩
の
性
質
に

就
き
研
究
を
進
め
る
。
種
々
な
る
修
正
も

あ
り
た
れ
ど
、
大
催
之
を
可
と
し
、
之
に
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新
到
岩
書

小
秋
元
隆
邦
　
最
近
の
ス
キ
ー
術

同
　
　
　
　
銀
盤
に
抽
く

坂

部

護

郎
　
ン
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
語
る

新
講
入
書

日
〓
】∞
①
『
【・　
　
Ｈ山
”
●
鮎
σ
０
０
Ｆ
Ｏ
●
ソ
ハ
０
●
●
””
【●

∽
寿
〓
口
∞

新
刊
紹
介

ス
キ
ー
の
山
旅
　
田
部
重
治
編

法
政
大
學
山
想
會
の
人
々
の
手
に
成
る

も
の
で
、
積
雪
期
の
山
々
の
紀
行
が
集
め

ら
れ
て
あ
る
。
雲
の
山
の
案
内
書
と
し
て
ｒ

冬
の
火
鉢
の
傍

に
山
を
想

ふ
件
侶
と
し

一

て
、
手
頃
の
書
物
で
あ
る
。
挿
入
窮
員
の

一

美
事
さ
は
、
山
を
知
る
者
に
、
思
は
す
嘆

肇
を
曇
せ
し
め
や
う
パ
ニ
回
五
十
錢
　
大

村
書
店
）

ヘバ『，
０
〕【
一”
口
∝
０，
０
●
』ロ
ロ
”
”
」′
０
く
ｏ
口
”Ｃ
【０
こ

び
ヽ
「
・
∽
・
∽
一日
「
”，
ｏ

今
夏
試
み
ら
れ
た
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン

ガ
登
攀
隊
の
報
告
で
あ
る
。
四
十
八
枚
の

美
事
な
挿
檜
が
入
れ
ら
れ
て
あ
る
パ
十
六

士心）
な
＞
】０
】コ
①
り
”
∽∽①∽こ
σ
ヽ
「・。同
・
日
で
】①
『・

ア
ル
プ
ス
の
藩
名
の
峠
に
就
て
中
世
期

に
於
け
る
歴
史
的
研
究
を
し
た
も
の
で
あ

る
パ
八
志
六
片
）

Ｒ
同
一”
『
】ヽ

ロ
ギ
”
く
①
〓
０
【
∽
】●
”が
０
ヽ
〓
り
∽
．．　
げ
て

ｏ
・
”
Ｌ

①
”
８
Ｆ

十
六
世
記
か
ら
十
八
世
紀
へ
か
け
て
の

時
代
に
於
け
る
。
初
期
の
ア
ル
プ
ス
旅
行

者
の
記
録
を
基
と
し
て
書
き
級
ら
れ
た
も

の
で
、
営
時
の
版
霊
が
多
数
に
挿
結
と
し

て
入
れ
ら
れ
て
あ
る
パ
十
志
六
片
）

．ハ
『

，
０
０
０
Ｈづ
Ｕ
【０
”０
∽
Ｆ
Ｔ
【
Ｅ
ロ
ロ
０
■
．
σ
て
　
ヽ
ｒ

Ｆ
●
●
●
・

コ
ン
プ
リ
ー
ト
叢
書
の

一
つ
と
し
て
ス

キ
ー
の
本
が
出
版
さ
れ
た
。
群
書
に
例
の

ラ
ン
で
あ
る
パ
十
志
六
片
）

Ｒ
Ｈ日
困

，
日
０
ど
日
●
８

口
一ヨ
”
ｒ
ヽ
こ
く
８

”
・
”
”
属
①
『・

昨
年
の
ド
イ
ン
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン

ガ
登
攀
除
の
壮
烈
な
記
録
で
あ
る
。
四
枚

の
地
日
百
数
葉
の
見
事
な
篤
員
が
あ
る
。

（約
五
回
）

開
東
撃
生
登
山
聯
盟
絡
會

創
立
後
滞

一
年
を
開
し
た
同
聯
盟
で
は

十

一
月
二
十
日
朝
日
講
堂
に
於
て
第

一
回

定
期
線
會
を
開
催
し
た
、
集
會
者
七
十
名

の
多
き
に
逹
し
、
各
部
報
告
、
各
セ
ク
シ

ヨ
ン
の
活
動
報
告
あ
り
ｂ
會
則
憂
夏
は
二

三
の
修
正
あ
り
た
る
も
結
局
満
場
一
致
で

可
決
ｂ
絡
つ
て
懇
親
會
に
移
り
ｂ
冬
期
登

山
計
菫
に
就
き
意
見
交
換
め
り
た
り
。

本
會
よ
り
藤
島
、
藤
田
雨
幹
事
、
出
席

し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
期
讀
ｔ
台
藤
島
幹
事

よ
り
最
近
の
本
會
の
議
事
業
を
説
明
す
る

所
あ
り
た
り
。

開
西
畢
生
山
岳
聯
盟

十

一
月
中
旬
及
び
十
二
月
上
旬
、
雨
セ

ク
シ
ヨ
ン
の
協
議
で
、
絶
會
に
提
出
さ
れ

た
聯
盟
を
よ
り
活
動
的
に
す
べ
き
具
彊
案

に
就
て
討
議
す
。
台
報
告
第
二
琥
の
編
輯

準
備
の
打
合
ぜ
を
協
議
す
。

現杉徘霰蒙
ぞ鶴夢野業

が

・

請
悦̈
一

ノ
鳴み
´
暑聞当

カ
メ
ツ
ト
登
攀
際

西
部
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
あ
る
ヵ
メ
ツ
ト

（
二

五
、四
三
一
吹
）
の
登
山
を
試
る
鴛
め
に
ｂ

来
春
二
月
早
々
英
回
か
ら
登
攀
隊
が
出
曇

す
る
。
隊
員
は
ス
マ
イ
ス
、
共
他
三
名
ょ，

り
成
る
ｏ會

員
通
信

カ
シ
ミ
ー
ル

新
雪
の
道
を
ポ
ニ
ー
で
グ
ル
マ
ル
プ
の

上
ま
で
遊
び
に
行
つ
た
。
＞
●
Ｆ
営
日
”
”
か

ら

”
〓
”
営
ヽ
「
の
尾
根
は
ス
キ
ー
に
い

ヽ
ら
し
い
ｏ
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
の
岩
と

氷
河
と
が
凄
く
中
空
に
屋
迫
す
る
。
素
晴

し
い
晴
れ
方
だ
。
ハ
ラ
ム
ク
は
豪
壮
ｃ
∪
Ｌ

の
湖
で

マ
ッ
コ
ー
ミ
ッ
タ
の
筆
は
持
な
す

と
も
せ
め
て
少
し
は
給
が
描
け
た
ら
と
思

つ
た
。
日
本
の
二
月
の
や
う
な
気
候
だ
。

一
九
二
〇
上

○
主

七

カ

ソ
ミ
‐

ノ‐′
．
ス
リ
ナ
ガ
ー

ル
に
て

で
す
。

一
九
二
〇
・
八
・
一
四

ア
ン
ド
ラ
に
て

日
高
信
六
郎

一
九
二
〇
上

Ｔ
三

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州

ル
イ
ズ
湖
時
に
て
　
沼
井
鐵
太
郎

第
二
固

第

一
固

南
側
の
＾

た
山
岳
會
に
と
つ
て
何
よ
り
の
も
の
と
思

ひ
ま
す
ｏ
持
来
を
定
め
る
も
の
は
自
ら
の

過
去
を
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
意
味
に
於
て
の
好
資
料
と
云
へ
や
う
。

冬
山
の
季
節
が
之
か
ら
始
ま
る
。
編
輯

を
絡
へ
て
今
更
ら
し
く
山
の
雲
を
思
つ
て

ゐ
る
。
此
の
冬
こ
そ
山
岳
人
に
耐
無
か
れ

か
し
と
念
じ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
渡
刺
た
る

會
員
通
信
の
多
か
ら
ん
事
を
期
待
し
て
ゐ

る
。今

報
も
三
琥
を
重
れ
た
。
来
年
は
も
つ

と
有
効
に
利
用
せ
ら
れ
る
事
を
望
ん
で
ゐ

る
。

英
国
二
立
地
學
協
會
百
年
祭

ピ
レ
ネ
ー

カ

ナ

ダ

十
月
二
十

一
日
よ
可
三
日
間
に
亘
り
盛

ピ
ン
ネ
ー
東
部
の
温
泉
に
来
た
序
に
ア

瑞
西
ガ
イ
ド
と
共
に
近
く
の
山
を
歩
き

大
な
る
記
念
祭
が
、
そ
の
新
築
の
講
堂
に

ン
ド
ラ
に
き
ま
し
た
。
佛
國
側
か
ら
二
千

居
候
虜
固
ら
す
も
山
小
合
に
て
辻
村
近
藤

於
て
催
さ
れ
た
。
回
工
を
代
表
し
て
ヨ
ー

七
八
百
来
の
山
を
直
接
越
し
て
き
ま
し

雨
氏
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
に
件
は
れ
し

ヘ

ク
公
、
共
他
皇
太
子
殿
下
ゝ
各
国
の
代
表

すこ
。
久
振
り
で
リ
ユ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
に

ス
ラ
ー
の
息
子
及
営
の
フ
ォ
イ
ン
に
選
近

者
参
列
し
ｂ
興
味
深
い
幾
多
の
講
演
が
あ

し
て
人
気
の
少
い
所
を
歩
い
た
の
で
楡
快

致
し
奇
遇
を
喜
び
申
候

つ
た
。

ー

山

岳

世

三

年

三

競

訂

正

頁

　

　

　

行

　

誤

　

　

　

　

　

正

一
一
（
英
文
）

見
出
　
パ
・
〇
澪
ａ
”
　
　
く
ｏ
ｏ〓
Ｓ
ＮＥ
Ｏ
ｒ
計

四

一
（
邦
文
）

一
一　
第
二
日

五 同
九

山
岳
第
二
十
六
年
第

一
琥
の
原
稿
締
切

に
一
月
二
十

一
日
。
芝
匠
琴
不
町

一
　
不

二
屋
ビ
ル
三
〇
七
琥
　
日
本
山
岳
會
宛
御

途
附
下
さ
い
ｏ

一
月
国
書
室
営
番
幹
事

九

日

藤

島

　

廿

百

松

方

古

百

藤

田

　

十
三
日

松

本

十
四
日
　
冠
　
　
　
　
十
六
日
　
鳥^
　
山

十
六
日
　
本
　
暮
　
　
廿
八
日
　
角
　
田

十
九
日
　
棋
　
　
　
　
廿
　
日
　
浦
　
松

固
書
室
は
以
上
記
載
の
日
の
午
後
五
時

牛
頃
よ
り
開
い
て
居
り
ま
す
。

山
日
配
編
輯
上
の
希
望

山
の
方
言
、
山
小
屋
ｂ
山
案
内
に
開
し

て
出
来
る
丈
け
多
く
の
材
料
を
供
給
さ
れ

る
事
を
希
望
し
て
居
り
ま
す
。
日
本
山
岳

會
山
日
記
編
輯
係
宛
御
通
知
下
さ
い
。

編

輯

後

記

一
七

第
二
固

九
　
北
側
の
火
口
壁

六
二
　
　
人
―
一
〇
　
　
　
　
全
部
創
除

六
八
　
　
　
　
　
五
　
厚
く
好
意
を
‥
・
厚
く
御
好
意
を
…

以
上
御
訂
正
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
田
　
喜
　
一

山
岳
原
稿
締
切

言
原
喜
久
蔵

小
島
さ
ん
の
随
筆
は
二
十
五
年
を
迎
ヘ

諸
　
　
．　
ムハ　
牛
十
　

．　
三

料
　
段
回
頁
睡

頁
財

昭

和

五

年

十

二

月

二

十

四

日

印

刷

昭

和
五

年

十

二
月

二

十

六

日

発

行

菱

行

飛

編

鶴

印

刷

人

発

行
　
所

浦
松
佐
美
大
耶

疎
鱒
市
芝
瞑
高
輪
南
町

日

本

山

岳

會

(刷印堂明開)
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山 と ス キ の 本

Alpen (Die). Das Ge-samtgebiet in Bildern.-Hrsg. 
von H. Schmithals. Mit einer

Einii:itung von E. Ralkschmidt. Lex.-19, -g€b., ss. 
"xxvl, 

336. (P..30)"""'""'22.50
Bilgeri's (Colonel) Handbook on Mountain

Sti-i"!. Tr. with Notes by IVI. E E9l*".
With I"llus.'29. Cr.4to, pp. 110.(P,.L2)" '3.40

Bruce, C. G. und anderen Teilnehmern.-
Mount Everest der Angtift 1922. Mit 35
Bild. u.2 Karten. '24.Lex.-80, geb., SS'
VIII, 199. (P. 17) """".."""""".."""{'QS

Caulfeild, V.-How to Ski and How not to.
With illus. '27. Cr. 8vo, pp. viii, 286.
(P. .LZ) "" " """ .."" """ """r""' " " "3'75

- - Ski-inE Turns. '26. With Illus.'26'
Cr. 8vo, pp.27g. (P. .Lz) "'o"""" "'4,25

Fanck, A. tt. H' Schneider.- Wunder des
Schneeschuhs, Ein System des Richtigen
Skilaufens und seine Anwendung, im
Alpinen Gelindelauf. Mit 242 Einzelbil-
dein u. 1000 kinematographischen Rei-
["nuitaern. '30. gr. 40,-ge6., SS. 224.(8.^^

I .fg) .' '' ' ' ''''' ' '' '''' ' '' '''''' '' '' ' ' '""' ' ' ' '''15'00

]LeDineV. Io and de To~(〕lirllbS On Mont
Blanco With 11luse'30。 Med.8vo,pp.xil,
179。 (P..12)・ ………………………・………5。25

カンチェンジュンガ登攀記
THE KANGCHENJUNGA

ADVENTURE
By

Fo So Slmythe
With 48 Plates

Med. 8voo pp。  464.
1930

Price ・00000000000・ 。・。・・about  ¥ 8。 00

-1近 着トー
IM KAMPF UM DEN

HIMALAYA
]E)er erste deutsche
Angriff auf den
Kangchendzё nga

1929
Von

P.Bauer
Mit 100]Bildern, 5]Panoramen,

4 Karten
P)rice―・・・・・・・・・。・・。・・・・・・about :¥ 5。 00

東京市日本橋通二丁目

丸 善 株 式 會 稚

Lunn, A.- Alpine Ski-ing at all Heights and
Seasons. With 3 Diagrams and 8 Illus.
Znd,Ed., rev.'26. Fcp. 8vo, pp. xiv, L06.

(P. rlz) t ""t " "'t " "t"" tt"t"t"" "t"t/t$Q

Lunn, A.- The Mountains of Youth. With
Illus. '25. Med, 8vo, pp. 192. (p. .L2)"""5.25

Luther, C. J,- Schneelauf, Sprunglauf,
Langlauf. 240, ungeb. (P. .04)""" " ""1'35

Norton, F. E. u. andern Teilnehmern.- Bis
zur Spitze des Mount Everest die Bestei-
gung L924. Mit 24 schw atzen u. 8 farbi
gen Bildern u. 2 Karten.'26- Lex.- 80,

g"b., ss. xI, 259.(P. .18) 'o"" 'o"""""$.QQ
Poulsen, O.- Skiing, r'ith a Chapter on

Snowshoeing. With lllus.'24. Cr.8vo, pp.

199. (P. .12) """ """ " "" """ "' "' " ""d'QQ

Smythe, F. S.- Climbs and Ski-Runs: Mou'
ntaineering and Ski-ing in the Alps, Gre-
at Britain and Corsica With lllus. '30.
Med. 8vo, PP. XX, 307. (P. '18).. " " " " " 10'50

Younghusband, Sir F.- The Epic of Mount
Everest. With llus. '29. Med. 8vo, pp.

319. (P. .12)'"'o"""""""".."'o"" " " "3'75

ラ
グ

ビ
ー
・
　

　

　

債
三ズ
〇

フ

ッ
ト

ボ
‐

ノン

途

、一九

蕃 香

著 山

黒

田
ア
ー
ル
ス
キ
ー

カ
ー

ド

劉

一ヽ】

正
夫
著

ベ
ル
グ

ｑ
″　
．．　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

　
ｃ〓

ス

キ

ー

イ

ン

グ

笹

川

速
雄
著

施惧一　
一一ゝ
〇
〇

途
　
、
三

五
　
代

正
友
著

ス
ケ
ー

テ
イ
ン
グ

釧
．一一一

入 団 剣 六 四

錢十七回一 債

錢 二 十 料 途

陸

軍

大

尉

Ｌ
コ
キ

〓
に

■
「
ノ

修
七
著

（
新
刊
）

船
　
田

二
郎
著 新

井
陸
軍

中

費
生
活
に
應
用

す
べ
き
日
本
化

費
用
ス
キ
ー
術

隆脚蓼
麟
稲
田
男
欝
序
文
・総＝嚇騨飩
麟
磐學博
士
痛側
本
頑
助
先
生
序

竹
節
選
手
は
イ
タ
リ
ー
の
国
際
ス
キ
ー
大
含
に
Ｈ
本
で
最
初

に
入
賞
し
た
外
幾
多
の
好
記
録
を
持

ス
ポ
ー
ト
・
ス
キ

つ
現
日
本
の
誇
る
第

一
人
者
で
あ
る
ｃ
各
種
フ
オ
ー
ム
の
研
究
は
勿
論
、
雲
・
ン
ツ
ク
ス
・競
技
の

―
を
柴
む
人

ヘ

理
論
と
賓
地
研
究
、
そ
れ
に
競
技
の
解
説
に
至
つ
て
は
他
書
の
未
だ
及
ば
ざ
る
獨
壇
場
で
あ
る
。

初
心
者
に
も
ｂ
新
し
き
ス
キ
ー
術
の
開
拓
者
も
見
逃
ぜ
ぬ
新
刊
書
で
あ
る
。

ビ
ッ
ク
選
手

竹
節

作
太
著

（新
刊
）

ナ

リ

ム △
ク
ヰ
ン
タ
ー
ス
ボ
ー
ッ
■
其
の
参
考
書
！

ス

　

上ャ

肩眠
　
一、二
〇

途
　
、
三

登

山

入 自

落
閣
下
題
字
・
麟騨
喝
翌
木
原
均
先
生
序
文

近
年
幾
多
の
ス
キ
ー
書
が
公
に
さ
れ
た
が
、
権
威
あ
る
催
瞼
上
よ
り
の
も
の
は
砂
い
。
本
書
の

藩
者
は
彼
の
有
名
な
る
〈
ル
セ
ツ
ト
中
尉
１１
つ
い
て
心
骨
を
群
い
て
研
究
を
な
し
そ
れ
に
叉
ソ

ユ
ナ
イ
ダ
ー
に
も
師
事
し
て
そ
の
妙
諦
を
と
り
入
れ
すこ
も
の
で
、
全
篇
悉
く
最
新
の
ス
キ
ー
術

で
而
も
費
用
的
な
る
日
本
化
を
主
と
し
、
初
心
者
の
開
始
準
備
か
ら
基
本
動
作
の
解
説
の
堂
に

入
つ
た
鮎
、
最
後
の
軍
除
ス
キ
ー
術
等
他
書
に
な
い
好
著
で
あ
る
。

＝（睡霙
）＝
　
麒謡
蝶
蕪
雛端川∝″薇
　
目
黒
書
店
螢
行

L」ロ

たF

登
肩瞑
　
一、八
〇

途

、
三

船
　
田

二
郎
著

錢十七日二

錢 二 十 料
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美津濃ワスキースケート用品

,,rrllllIlllllll r,rrr"rrt*'

断然 優秀を誇る純國産品 美津濃製を始め新 しい外国品等 各

の用品綿、てが揃ひました。特に新製ヒツコリースキーは値段に品

質に絶判他の追徒を許さぬ逸品です。是非御末店を!!

一揃 (稽車T皐襲
具。杖

)¥:0.00ス キ_賣出

阪

京
　
戸

大
　
東

神

淀 屋 橋

小 川 町

元 町 通 美 澤 濃
名古屋

京 都

大阪南

大須門前

四 條 通

日 本 橋

廉 債 に して 非 常 に 品 質 の 良 い ス キ ー

用 ア ザ ラ シ の 皮 を 豊 富 11取 揃 へ ま し

た 是 非 御 用 命 の 程 御 待 ち 申 して 居 リ

ま す。

耐田匠今川小路ニノ四(九段下電車通)

片桐テント登山具店

種

種

他

各 山 の 用 具
各

　

各

ア ザ ラ シ

ス イス ピ ジケ ル

シユタイグアイゼン

上

ザ イ ル

帽  子

ンツクス ・ 杖

締  具 ・ 等

コ ッヘ ノレ ・

靴  下 ・

ス キ ー 靴 重登 山 靴

賞地研究調製

日大山岳部御用

早大山岳部御用

イ ケ ダ 靴 店

東京市外戸塚町下戸塚450
を

■
々

S
早 大 グ ラ ウ ン ド坂 上

.,,lllrtlI,
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